
祗園祭祗園祭 後祭後祭 宵山宵山 2015.7.23.2015.7.23.夕夕

今年は日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響きを今年は日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響きを
祗園祭の中に確かめたくて祗園祭の中に確かめたくて
祇園祭後祭の宵山祇園祭後祭の宵山 京都の街をゆったりと歩きました京都の街をゆったりと歩きました
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「コンコンチキチン「コンコンチキチン コンチキチン」コンチキチン」 祗園囃子の音が祗園囃子の音が
静まり返った京都の家並にかすかに流れてくる静まり返った京都の家並にかすかに流れてくる ふ

私は私は 「心優しき日本人の故郷「心優しき日本人の故郷 縄文」縄文」 とよく言うのですが、とよく言うのですが、
ふとふと 祇園街祇園街 祗園囃子は縄文の響き・リズム祗園囃子は縄文の響き・リズム 日本人の故郷ではないか・・・と日本人の故郷ではないか・・・と

雑踏の中で見る大文字の無音の炎雑踏の中で見る大文字の無音の炎
巨木芦生台杉の生命力を育んだ北山杉の森巨木芦生台杉の生命力を育んだ北山杉の森
街のざわめきの中で聞く賀茂川の流れ街のざわめきの中で聞く賀茂川の流れ
街中に点在する神社仏閣の神域空間の音街中に点在する神社仏閣の神域空間の音
職人さんたちの下駄の音が街に響く寒い朝職人さんたちの下駄の音が街に響く寒い朝
等々にも等々にも

京都に多くの人が惹かれるのも京都に多くの人が惹かれるのも
この日本人の奥底にある響き・リズムがこの日本人の奥底にある響き・リズムが 京都には今も随所に残っているからかと京都には今も随所に残っているからかと

青森三内丸山遺跡のお月見で聞いた縄文青森三内丸山遺跡のお月見で聞いた縄文
真っ暗な中真っ暗な中 岩木川沿いを郷に帰る弘前岩木川沿いを郷に帰る弘前ねぷたのねぷたの笛の音笛の音
そんな昔からの心地よいリズム・響きが祗園囃子にもある。そんな昔からの心地よいリズム・響きが祗園囃子にもある。

今年はそんな日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響きを今年はそんな日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響きを
祗園祭の中に確かめたくて祗園祭の中に確かめたくて 祇園祭後祭の宵山祇園祭後祭の宵山 京都の街をゆったりと歩きました京都の街をゆったりと歩きました
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祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.



祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.



祇園祭後祭祇園祭後祭 宵山宵山 大船鉾の鉾町へ大船鉾の鉾町へ 2015.7.23.2015.7.23.夕夕

前祭の宵山から比べると人出ははるかに少なく、ゆったりと鉾町を歩け、前祭の宵山から比べると人出ははるかに少なく、ゆったりと鉾町を歩け、
祇園祭りの風情をゆっくり楽しめるのがうれしい。祇園祭りの風情をゆっくり楽しめるのがうれしい。
昨年から復活した祇園祭の後祭昨年から復活した祇園祭の後祭 祇園祭りの新しい楽しみの発見です祇園祭りの新しい楽しみの発見です
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祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.



町家の屏風祭をのぞき込む人たち町家の屏風祭をのぞき込む人たち 祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.



「コンコンチキチン「コンコンチキチン コンチキチン」コンチキチン」
祗園囃子が流れる鉾町祗園囃子が流れる鉾町 町家の屏風祭町家の屏風祭 祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.



鉾町の町家の屏風祭「コンコンチキチン「コンコンチキチン コンチキチン」コンチキチン」
祗園囃子が流れる鉾町祗園囃子が流れる鉾町
町家の屏風祭町家の屏風祭
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祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.



賀茂川賀茂川 四条大橋で四条大橋で 祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.



四条通四条通 四条大橋四条大橋 祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.



「コンコンチキチン「コンコンチキチン コンチキチン」コンチキチン」

祗園囃子の音が祗園囃子の音が 静まり返った京都の家並にかすかに流れてくる静まり返った京都の家並にかすかに流れてくる

ふとふと これは日本人の故郷これは日本人の故郷 縄文の響き・リズムではないか・・・と縄文の響き・リズムではないか・・・と

日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響き日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響き
京都に多くの人が惹かれるのはこの日本人の奥底にある響き・リズムが今も残っているからと京都に多くの人が惹かれるのはこの日本人の奥底にある響き・リズムが今も残っているからと



人波がと人波がとざえざえ ひっそり静まり返った祗園ひっそり静まり返った祗園 祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.
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「コンコンチキチン「コンコンチキチン コンチキチン」コンチキチン」

祗園囃子の音が祗園囃子の音が 静まり返った京都の家並にかすかに流れてくる静まり返った京都の家並にかすかに流れてくる

人波がと人波がとざえざえ ひっそり静まり返った祗園ひっそり静まり返った祗園 祗園祭祗園祭 後祭宵山後祭宵山 2015.7.23.2015.7.23.

日本人日本人 誰しもの奥底に深く刻まれている縄文からのリズム・響き誰しもの奥底に深く刻まれている縄文からのリズム・響き それが心地よいそれが心地よい
私もそうですが、京都に惹かれる魅力の第一はこれにあると・・・・私もそうですが、京都に惹かれる魅力の第一はこれにあると・・・・



「コンコンチキチン「コンコンチキチン コンチキチン」コンチキチン」 祗園囃子の音が祗園囃子の音が
静まり返った京都の家並にかすかに流れてくる静まり返った京都の家並にかすかに流れてくる ふ

私は私は 「心優しき日本人の故郷「心優しき日本人の故郷 縄文」縄文」 とよく言うのですが、とよく言うのですが、
ふとふと 祇園街祇園街 祗園囃子は縄文の響き・リズム祗園囃子は縄文の響き・リズム 日本人の故郷ではないか・・・と日本人の故郷ではないか・・・と

雑踏の中で見る大文字の無音の炎雑踏の中で見る大文字の無音の炎
巨木芦生台杉の生命力を育んだ北山杉の森巨木芦生台杉の生命力を育んだ北山杉の森
街のざわめきの中で聞く賀茂川の流れ街のざわめきの中で聞く賀茂川の流れ
街中に点在する神社仏閣の神域空間の音街中に点在する神社仏閣の神域空間の音
職人さんたちの下駄の音が街に響く寒い朝職人さんたちの下駄の音が街に響く寒い朝
等々にも等々にも

京都に多くの人が惹かれるのも京都に多くの人が惹かれるのも
この日本人の奥底にある響き・リズムがこの日本人の奥底にある響き・リズムが 京都には今も随所に残っているからかと京都には今も随所に残っているからかと

青森三内丸山遺跡のお月見で聞いた縄文青森三内丸山遺跡のお月見で聞いた縄文
真っ暗な中真っ暗な中 岩木川沿いを郷に帰る弘前岩木川沿いを郷に帰る弘前ねぷたのねぷたの笛の音笛の音
そんな昔からの心地よいリズム・響きが祗園囃子にもある。そんな昔からの心地よいリズム・響きが祗園囃子にもある。

今年はそんな日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響きを今年はそんな日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響きを
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今年は日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響きを今年は日本人の奥底にあるゆったりとした心地よいリズム・響きを
祗園祭の中に確かめたくて祗園祭の中に確かめたくて
祇園祭後祭の宵山祇園祭後祭の宵山 京都の街をゆったりと歩きました京都の街をゆったりと歩きました

日本人の心の故郷 心優しき縄文

日本には かつて 約1万年を越える長きにわたって続いた 平和な暮らしの時代があった

その根底に流れる心地よいリズム・響きが私たちの中にも受け継がれている

【 参考 心優しき縄文 】
1. 【鉄の雑記帳】 日本人の心のふるさと「心優しき縄文人」の知恵

「利他的精神」について朝日新聞天声人語にこんな記事が・・・・ 2014.6.1.
http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron05.pdf

2. 【2014年4月 From Kobe】 日本は今心のない時代に今警鐘をならさねば・・・ 2014.4.
http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014mutsu/fkobe1404.pdf

3. 【2010年11月 From Kobe】 縄文がえりの勧め 心優しき縄文の村 2010.11.
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010mutsu/fkobe1011.pdf 2011.11.

4. 縄文の心を映すストーンサークル 2011.11月
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron13.pdf

【 参考 祇園祭 後祭 】
1. 2014年祇園祭後祭山鉾巡行 150年振りに「大船鉾」が都大路をゆく 2014.7.

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014walk/14walk13.pdf


